
第2回地域福祉計画等策定推進委員会資料

１  地域福祉計画等策定と 市民ワーク ショ ッ プについて

２  地域福祉計画と 重層的支援体制整備事業の関係について

 ①長久手市重層的支援体制整備事業の定義

  「 本市と し て何を 実現し ていき たいか」

 ②長久手市重層的支援体制整備事業の概要

３  重層的支援体制整備事業と 地域福祉
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地域福祉計画の策定プロセスのなかで、重層的支援
体制整備事業を推進するなかで、相互作用を図る。
　　　　　－地域共生推進課からの提案－

地域福祉計画
策定推進委員会

市民W S
（ テーマ型）

市民W S
（ 小地域）

１  地域福祉計画等策定と 市民ワーク ショ ッ プについて

相談支援包括化
推進協議会・
実務者会議

各分野の
会議体

介護

子ども 障がい

課題

『 委員意見交換
会(仮） 』

プ
ロ
ジ
ェ
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ト
提
案

策定委員ワーキン ググループ

『 ほや ほや会議
(仮） 』

事業化へ

課題共有

困窮

WS参加者＋
策定委員

庁内連携会議

地域づく り G
（ 地域づく り ・ 参加支援）

相談支援G
（ 相談支援・ 参加支援）
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新ワーキンググループ　「ほやほや会議（仮）」

庁内連携会議

【設置目的】

① 困難ケース等の対応状況や各分野が有する課題の情報共有

② 各課の課題や期待感等を整理し、各分野が連携した創意⼯夫ある取組や戦略的な予算配分を検討

③ 重層的⽀援体制整備事業実施計画の策定に向け、同事業の具体的な体制を議論する庁内の協議 
 体としての位置づけ

【「ほやほや」とは？】

 ・⻑久⼿弁で、話に賛同する「そうそう」という意味の「ほやほや」
 ・出来たて「ほやほや」
  の意味を併せ持つものとして「みんなで「ほやほや」と対話を繰り返しながら、ポジティブに  
  プロジェクトや地域活動を検討する「場」

【設置目的】
 ・地域にある様々な問題は、⾏政だけでも、地域だけでも解決はできない︕
 ・⾏政も地域も皆まざり合って、⼀緒に考え⾏動していくことが重要
 ・市⺠ワークショップや庁内連携会議で出た意⾒や考え⽅をほやほや会議で企画検討
 ・ほやほや会議で議論された内容について、策定推進委員会へ計画掲載等の提案を⾏う︕

２  地域福祉計画と 重層的支援体制整備事業の関係について
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①⻑久⼿市の重層的⽀援体制整備事業の目的

のあるまちを作っていくために、
重層的⽀援体制整備事業を中核（エンジン）
として、庁内外の関係者や地域、公⺠連携に
よる「多様な社会参加」と「覚悟を持った寄
り添い⽀援体制」を実現する

 【本市の基本理念】
つながり･･･⼀人ひとりに役割と居場所がある
あんしん･･･助けがなかったら生きていけない人  
     は全⼒で守る 



 ② ⻑久⼿市重層的⽀援体制整備事業の概要について         

障がい

生活困窮

介 護

② 参加支援（ ひき こ も り 対策）

子育て

③ 地域づく り に向けた支援

【介護】
・いきいき運動教室
・ワンコインサービス
・生活⽀援体制整備事業

　

【障がい】
地域活動⽀援センター事業

　

【生活困窮】（地域づくり事業）

・ 地域の保健室事業
・ 居場所づくり⽀援事業
・ 要⽀援者の⽇頃からの⾒守り体制づくり

　

【子ども】
子育て⽀援センター

　 ◎ 世代や属性を超えて小学校区単位を基準と　
　した交流できる場や居場所づくり

 地域とともに
 考える「調整役」
 （小学校区単位）

◎社会参加が必要な人のための
 居場所兼相談窓口『Nジョイ』
 の設置

地域共生ステーショ
ン

① 相談支援

多機関協働事業 アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

包括的相談支援事業

地域共生担当
（行政）

CSW
(社会福祉協議会）

（相談⽀援包括化推進員、生活⽀援コーディネーター）

連携

観光交流

社福・ NPO

まちづくり協議会等

地区社協

産業等

地域課題の把握や解決に向
けて共有の場　（プラットホー
ム）

民生委員
児童委員

商工会

その他

参加支援事業

◎ 地域の困りごとを把握し、課題解決に向けた取組や、
 継続的な伴走⽀援の実施
◎ CSWによる「福祉のなんでも相談」の実施

◎ 各相談⽀援機関において、福祉総合相談
   の実施

◎ ⽀援調整を⾏う相談⽀援包括化推進員を配置

連
携

ボランティ
ア

◎　課題解決や伴走支援に必要な地域資源

　とのつなぎ、コーディネート

◎　地域のプラットフォームづくりの支援
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『 ①相談支援と ②参加支援の一体化』

　A：ひきこもり相談窓口兼居場所

 社会参加に向けての第一歩と し て、 気軽な居場所
と し て活用
　

【 課題】

◎利用者の中には、

障がい福祉サービスを
利用し ているが余暇と し て
や、 精神疾患を 持っ ており 、
「 心のリ ハビリ 」 と し て
利用し ている人が見ら れる
が、 大き な傾向と し ては、
障がいサービスを利用し ていないが、
生き づら さ を 抱える発達障害等のいわゆる「 グレーゾーン」 の
人が集まっ ており 、 一人ひと り に合わせた社会参加の方策が
求めら れている。

《R3年度利用実績》

・ひきこもり等相談　　　　　　　 延べ　２８人　　

・Nジョイ参加者（居場所利用者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  延べ ２０９人

　　※内訳（男性６割　女性４割）
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まちづく り

②参加支援

③地域づく
り 支援

①相談支援

地域福祉

制度福祉

重層的支援体制整備事業

３  重層的支援体制整備事業と 地域福祉 ABCD のプロ ジェ ク ト

『 N－ジョ イ 』 の設置



C：長久手ニュータウンにおけるお出かけ支援の取り組み

移動支援

「困っている人がいる！」
なんとかしたいという想いの

民生委員さん達との話し合い

住民同士の助け合いによる
「お出かけ支援」をやって
みることに。

 ①地域における身近な相談場所としても機能

地域共生ステーショ ン

D：地域交流の拠点

【 事例】
 軽い認知症で閉じ こ も り がち な親を心配し た子が、
共生ステーショ ンに相談。 CSW や相談員が連携し て、
声かけや見守るこ と で、 ステーショ ンの体操教室への
参加がかない、 地域の人々と 交流ができ ている。

B：高齢者等の居場所の創出

○みんコラ事業 地域みんな×民間企業コ ラ ボ
　　　民間企業と共同で地域の活性化

 ⇒健康づくり教室、ママケアサロン 等

【課題】

　属性を限らない居場所として、多様な世代が参加できるよう展開して
いく。

『 ②参加支援と ③地域づく り の一体化』

②参加支援

③地域づく り
支援

①相談支援

地域福祉

生活支援体制整備事業

『 ①相談支援②参加支援③地域づく り の一体化』

 ③地域の集いの場としての活用

【 取組】
 ◎まちづく り 協議会による「 ふれあいカ フ ェ 」  
 など多世代交流の場づく り

 ◎「 おすそわけ」

  共生ステーショ ン に寄付さ れた食料品を 困っ  
 ている人におすそわけ

制度福祉

まちづく り


